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Ａ．研究目的 

 

世界では、現在も年間6万人以上の人が狂

犬病で命を落としており、隣国であるアジ

ア諸国ではいまだに犬の狂犬病を制圧でき

ていない。 

日本では、1950年に狂犬病予防法が施行

されて、1957年の猫と1956年の患者を最後

に国内で狂犬病に感染して死亡した人も動

物も報告はないが、東南アジアからの帰国

者と来日外国人が狂犬病を発症して1970年

に1名、2006年に2名、2020年に1名が死亡し

ている。 

欧米、南米、アフリカでは犬以外の野生

動物（キツネ、アライグマ、スカンク、コ

ヨーテ、コウモリ、マングース等）に狂犬

病が拡大して公衆衛生上の大きな問題にな

っており、近年はアジア地域においても野

生動物に新たな狂犬病の流行が中国、台

湾、スリランカ、シベリア、中央アジアで

報告されていることから、日本においても

グローバル化した経済・流通・観光などに

よる人や動物の移動の増加によって海外か

ら国内に狂犬病が持ち込まれることが憂慮

されている。 

現在、国内における狂犬病の発生動向は

患者を狂犬病と診断した医師による全数届

出（感染症法）、狂犬病に罹患した若しくは

疑いのあるイヌ等を診断ないし死体を検案

した獣医師による保健所長への届出（狂犬

病予防法）の義務付けによって把握されて

いる。 

仮に、狂犬病が国内で発生した場合は、

『狂犬病対応ガイドライン2001』と『狂犬

病対応ガイドライン2013 －日本国内におい

て狂犬病を発症した犬が認められた場合の

危機管理対応－』に基づいて実際的な対応

マニュアルの作成と発生時を想定した机

上・実地訓練等が行われて体制整備の強化

が各自治体で行われてはいるが、これまで

に日本では組織だった野生動物の狂犬病調

査は実施されてきていない。 

狂犬病清浄地域とされてきた台湾で野生

動物（イタチアナグマ）に狂犬病が流行し

ていたことを受けて、2014年に「国内動物

を対象とした狂犬病検査実施について（平

成26年8月4日健感発0804第1号）」と『動物

の狂犬病調査ガイドライン』が都道府県・

保健所設置市・特別区の衛生主管部（局）

長宛に通知されている。 

本研究では狂犬病に対する獣医師及び関

係者の意識改革のための対応策を検討する

ために、狂犬病清浄国である日本に必要な

近隣アジア諸国の専門家と情報の共有を行

研究要旨：狂犬病に対する獣医師及び関係者の意識改革を可能にするために、日本に必要な狂

犬病発生時を想定した体制整備の強化を自治体及び関係大学で行われている研修や演習等に

関係専門家と参加して、研修・実習・演習のプログラム構築と改良および意識を改革するため

に効果的な関係教材をパッケージ化した DVD（狂犬病の対策に係る映像・資料集）を作成した。

同教材を自治体の現場だけでなく獣医師や愛玩動物看護師の教育に必要な獣医公衆衛生学等

の研修や実習等にも活用することで、狂犬病対策の現場をリアルかつ実際的に体感すること

のできる卒前・卒後教育で狂犬病を正しく理解しながら、動物由来感染症の特異で多様な関係

者（ステークホルダー）を連携させて対策を実施することのできる人材の育成が期待された。

臨床獣医師等においても同教材を利用した研修や演習によって自治体担当部局との連携構築

を促進することで国内の対策を強化して、同時に狂犬病の社会的な脅威を理解する臨床獣医

師として市民の啓発促進を行えるようになることも期待された。国内で狂犬病を経験するこ

とのない自治体の狂犬病担当者や臨床獣医師等が効果的な意識改革を継続するためには近隣

アジア諸国のホットな現場知見が必要であり、最新の知見を研修等にとりいれていくことで

意識の改革をより効果的に行えると考えられた。また、獣医師及び関係者の意識改革の目的は

市民の意識を至適に啓発できる専門家を養成して、健康危害のステークホルダー当事者であ

る市民とともに狂犬病の正しい知識と施策の正しい理解を共有することで、狂犬病対策にお

けるステークホルダーを包括したワンヘルスアプローチの効果的な実施が期待された。  
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って狂犬病に関する最新の知見と想定され

うる対策の課題等を把握して、狂犬病発生

時の体制整備強化につながる研修・実習・

演習のプログラムの構築とこれを支援する

意識改革を効果的に行える関係教材のパッ

ケージ化を行うことが目的である。 

 

Ｂ．研究方法 

 

狂犬病の体制整備強化につながる意識改

革の方策を検討するために関係者の意識改

革をより効果的にナッジする研修等の方法

とこれを助ける教材の開発を行った。 

狂犬病の感染源対策で中心的役割を果た

す公衆衛生獣医師、臨床獣医師、獣医看護

師、アカデミー等の関係ステークホルダー

と意見交換等を行うと同時に、研修や演習

等を利用して狂犬病の発生を想定した対応

準備を促進する教材の検討を行った。 

国や自治体の狂犬病体制整備の強化につ

ながる獣医大学および動物看護大学等にお

ける卒前・卒後の獣医公衆衛生学教育や市

中の臨床獣医師および市民に対する効果的

な意識の改革方法について検討を行った。 

宮崎大学との共同研究によって狂犬病予

防対策を担当する自治体での狂犬病調査に

必要となる動物脳検体の解剖と取り出し方

法を普及するのに効果的な解剖手技３D デ

ジタル映像教材を開発して実技研修でその

効果を検証した。 

狂犬病清浄国である日本に必要となる狂

犬病発生時の体制整備を効果的に強化する

研修・実習・演習で使用する教材と資料を

取りまとめてパッケージ化したDVD（狂犬病

の対策に係る映像・資料集）を作成した。 

 

Ｃ．研究結果 

 

■ 狂犬病対策を効果的に促進するためのフ

レーム 

狂犬病対策に係る関係者（国・自治体・獣

医大学・臨床獣医師等）の地域や職域にお

ける温度差を埋めて意識の改革を継続的に

強化・促進する新しい戦略のフレームを整

理した（図１）。 

これは、狂犬病の感染源動物対策に必要と

なる医療対策と並行した市中対応の要とな

る国や自治体の関係部局を核にした多様な

関連部局、獣医臨床、市民団体との有機的

ワンへルス連携の体制を整備・構築・展開

するための共通のプラットフォームであ

る。 

狂犬病の発生を想定した体制整備の構築

は、狂犬病対応ガイドライン（２００１、

２０１３）と動物の調査ガイドライン（２

０１４）を踏まえた各自治体の地域性を反

映したマニュアルの作成が起点である（図

２）。 

各自治体でマニュアルに沿った研修、机上

訓練、実技の模擬訓練、演習を行うことで

PCDAサイクルを実施して隠れた課題を可視

化して逐次の改善と意識の更新をおこなう

ことが必要である（図３・図４）。 

 

■ 狂犬病の発生を想定した研修・実習・演

習（令和６年度） 

2024年 7月 3日：第 23回さいたま市狂犬

病予防協会定期総会・研修会． 

プラザウエスト，さいたま市，埼玉県 

 

2024年 12月 4日-6 日：令和 6年度狂犬病

ブロック技術研修会（近畿ブロック＋α）． 

主催：厚生労働省健康・生活衛生局感染症

対策部感染症対策課．国立感染症研究所

（戸山庁舎・村山庁舎），新宿区戸山・武蔵

村山市，東京都 

 

2025年 1月 15日-17 日：第 12回九州・沖

縄地区狂犬病診断研修会． 

主催：宮崎大学産業動物防疫リサーチセン

ター・宮崎県福祉保健衛生管理課・厚生労

働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症

対策課．宮崎大学木花キャンパス（農学部

棟・獣医研究棟・附属図書館），宮崎市，宮

崎県． 

 

○ 研修後のアンケート結果をとりまとめ

たので参考にされたい（図５）。 
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https://forms.office.com/Pages/Anal

ysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUW

oPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xH

ImkUmY-

IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVND

VkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u 

 

宮崎大学での本研修（技術研修・演習）で

は獣医公衆衛生学教育の一環として学生が

参加することによって、狂犬病に係る卒前

の意識改革が可能となり、国と自治体の狂

犬病体制整備に必要となる次世代の人材育

成としても期待された。 

 

■ 台湾で流行しているイタチアナグマの狂

犬病 

台湾では、2013年における最初のイタチア

ナグマ（FFB）における狂犬病の流行が確認

されて以来、FFBの狂犬病流行地域は常に台

湾島内の6県と3市に限られていた（北から

南に、台中市、南投県、雲林県、嘉義県、

台南県、高雄市、花蓮県、台東県、屏東

県）。これらの地域は大安渓とその東側に

ある和平渓の南に位置しているおり両川に

よって狂犬病の台北市への拡大が阻止され

ていると考えられていた（図６）。しかし

ながら、2013年から10年後の2023年１月、

農業省動植物検査局（APHIA）が毎年実施し

ているFFBの狂犬病検出のためのサーベイラ

ンス計画で、FFBの狂犬病ウイルスが、大安

渓を渡って大安渓の北部に位置する苗栗県

に侵入して広がっていることが発見された

（図７）。苗栗県ではこれまでにFFBの中で

感染は報告されていなかった。今後、大安

渓および和平渓の北部地域で新たにFFBの狂

犬病が流行する可能性が懸念されている。 

 

※参考資料 

・ 狂犬病臨床研究会 ニュースレター

Vol.16. 2024.3 p3-15 （邦文訳あ

り） 

The impact of river and mountainous 

terrain on the spread of Formosan 

ferret-badger (Melogale moschata 
subaurantiaca) rabies in Taiwan  
台湾における台湾イタチアナグマの狂

犬病蔓延における河川と山岳地帯の影

響 

 

Authors：邱垂章(Chwei-Jang 

Chiou)1、許添桓(Tien-Huan Hsu)2 楊

丞堯(Cheng-Yao Yang)2 董光中(Kwong-

Chung Tung)2 鄭清薰(Ching-Hsun 

Cheng)1 林中晴(Chung-Ching Lin)1 賴

政宏(Cheng-Hung Lai)2* 費昌勇

(Chang-Young Fei)3 

 

Affiliations of authors  

1. 農業部動植物防疫檢疫署 Animal 

and Plant Health Inspection 

Agency (APHIA), Ministry of 

Agriculture, 9F., No. 100, Sec. 

2, Heping W. Rd., Zhongzheng 

Dist., Taipei City 100060, 

Taiwan (R.O.C.)  

2. 國立中興大學 College of 

Veterinary Medicine, National 

Chung Hsing University, No. 

145, Xingda Rd., South Dist., 

Taichung City 402204, Taiwan 

(R.O.C.)  

3. 國立臺灣大學 School of 

Veterinary Medicine, National 

Taiwan University, No. 1, Sec. 

4, Roosevelt Rd., Daan Dist., 

Taipei City 106319, Taiwan 

(R.O.C.) 

 

■ 国や自治体等で意識改革を可能にする効

果的な研修・実習・演習を行うための教

材のパッケージ化 

本研究で作成した研修および実習を支援す

る映像及び関係資料がパッケージされた

DVDを関係自治体等に提供する予定である

（図８）。 

意識改革を効果的に促進する映像等 DX教材

を有効に活用するためには、随時ないし逐

次に閲覧・視聴可能な ITネットワークを構

築して必要な基礎教材を各ステークホルダ

ーで共有して、その取り組みを普及・啓発

することのできる持続可能な仕組みの構築

が必要と考えられた。 

https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
https://forms.office.com/Pages/AnalysisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoPSV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImkUmY-IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDVkdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u
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Ｄ．考察 

狂犬病清浄国で狂犬病に対する獣医師及

び関係者の意識改革を進めるためには、国

内で経験することのできない狂犬病の現場

知見をリアルかつ逐次に共有することで、

動物由来感染症に関わる専門家としての価

値観と意識を高めることが必要である。ま

た、これによって専門家として市民の意識

啓発をより効果的に行うことが可能になる

と考えられる。特に近隣アジア諸国のホッ

トな話題は、危機感の喪失した清浄国が狂

犬病の真の脅威を理解するとともに現行法

で可能な対策とその限界を見極めるための

教材となりえる。 

既にゼロリスクが現実味を持たないこと

は新興再興感染症や震災等を経験して肌で

感じるところでもある。また、台湾で報告

された野生動物の狂犬病アウトブレイクで

行われた、行政と医療・獣医療これに環境

や生態の専門家をくわえた迅速なワンヘル

スによる初動対応が遅滞なく行われたの

は、事前に準備されていたプログラム（患

者と動物の正確な診断系・流行の拡大を正

確に把握して発症予防を可能にする人と動

物の疫学サーベイランス）によるところで

ある。 

日本では狂犬病予防法と感染症法を軸に

体制整備の強化が行われてきてはいるが、

自治体における患者や動物の診断体制維持

や野生動物をふくめた動物の狂犬病調査に

ついてはまだまだ多くの課題を抱えてい

る。 

半世紀を超えて危機意識の低下した狂犬

病清浄国でこれからも狂犬病清浄化を継続

するためには、ヒトの感染源となる野生動

物をふくめた動物の対策を担う行政部局で

活躍する獣医師を中心とした関係者の意識

を新たにすることが必要である。 

本研究では、狂犬病発生時の体制整備強

化を促進するために、自治体及び関係大学

で行われている研修や演習等に関係専門家

と参加して意識改革につながる効果的な研

修・実習・演習のプログラム構築と関係教

材の収集とともに、その使用方法等を検討

してこれらをパッケージにした DVD（狂犬

病の対策に係る映像・資料集）を作成し

た。 

同教材は自治体の現場だけでなく獣医師

や愛玩動物看護師の教育に必要な獣医公衆

衛生学等の研修や実習等に活用すること

で、狂犬病対策の現場をリアルかつ実際的

に体感する卒前・卒後教育として正しく狂

犬病を理解しながら至適な狂犬病対策を行

える人材育成にも波及していくことが期待

される。 

また、臨床獣医師等においても作成した

研修教材を利用した研修や演習を行うこと

で自治体担当部局と連携の構築が促進され

て国内対策が強化されるとともに、狂犬病

の脅威を正しく理解した臨床獣医師による

至適な市民啓発の促進が期待される。 

国内で狂犬病を経験することのできない

自治体の狂犬病担当者や臨床獣医師等が効

果的な意識改革を継続するためには、近隣

アジア諸国の狂犬病関係者とホットな現場

知見を共有して最新の知見を研修等にとり

いれながら意識改革を効果的に進めること

が必要である。 

本研究で作成した狂犬病の対策に係る映

像・資料集を利用して獣医師及び関係者の

意識改革を効果的に行うことは、市民の意

識を至適に啓発できる知見や経験の強化に

つながると期待される。 

健康危害のステークホルダー当事者であ

る市民とともに狂犬病の正しい知識と施策

の正しい理解を共有することができれば、

市民を交えた持続可能な開発目標（SDGs：

Sustainable Development Goals）を設定し

て、顧みられない熱帯病（NTD：Neglected 

Tropical Diseases）ともいわれている狂犬

病という動物由来感染症（Zoonosis）の対

策をワンヘルス（One Health）の視座でよ

り効果的にアプローチをすることが可能に

なると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

狂犬病清浄国である日本に必要となる狂

犬病の発生を想定した体制整備強化につな

がる意識の改革を継続して行うための効果

的な研修プログラムと、これを支援する教

材パッケージ DVDを作成した。 
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開発した教材等の活用は、自治体の担当

者の意識改革とともに、獣医大学や動物看

護大学の獣医公衆衛生学の卒前・卒後教育

に使用することで、狂犬病対策の現場をリ

アルかつ実際的に体感して危機管理の意識

を変革して狂犬病の体制整備に必要となる

国と自治体の人材の確保にもつながること

が期待された。 

同様に、臨床獣医師においても研修教材

を応用した獣医臨床視座の研修や演習を行

うことで狂犬病が市中で疑われた場合の獣

医臨床と自治体との連携体制の構築と強化

が期待された。 

国内で狂犬病を経験することのできない

自治体の狂犬病担当者や臨床獣医師にとっ

て近隣アジア諸国の狂犬病関係者とのホッ

トな現場知見を共有することは、市中の動

物由来感染症に関わる専門家としての価値

観と意識を高めて関係専門家として市民の

意識啓発を身近で共にかつ効果的に行うこ

とが可能になると考えられた。 
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図１．狂犬病対策を効果的に促進する取り組みのステークホルダー 

 

 

図２．各自治体での地域性を反映したマニュアル作成の例 
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図３．国の研修：狂犬病予防業務地域ブロック技術研修会（概要） 

 

 
 

 

 

図４．滋賀県で行われた狂犬病の発生を想定した机上訓練（２００６年） 
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図５．研修後のアンケート結果（抜粋） 
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図６．台湾の大河とイタチアナグマの流行分布 

 

 
図７．大安渓の渇水時期（２月～３月） 

 
  



68 

 

図８．狂犬病の対策に係る映像・資料集（ジャケットと DVD-盤面） 

 

 
 

 

 
  


